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【目的】 

ERCPなどのIVRではX線透視時間が通常の診断検査に比べ長くなる傾向にあり、術者被ばく線量の増加が懸念されている。

また、ERCPは特定の術者によって施行されることが多いため、術者被ばくに対してなおさら注意が必要であり、従来の鉛防護

衣だけでなく、何らかの防護対策が必要であると思われる。そこで当院ではERCP用追加鉛防護具（鉛当量0.125mmPb）を新

たに導入することによって術者の放射線防護を試みた。今回われわれは、取り付けた防護具がどの程度術者被ばく低減効果

を示したかについて検討した。 

【方法】 

防護具の有無においてあらかじめ定めた測定ポイントで床面から高さ90cm、 150cmにおいてファントム（アクリル板20cm）を

用いた散乱線量を電離箱式サーベイメータ（日立アロカICS-321）で測定した。 

次にERCPに従事する術者（医師）について、防護具導入前後の年間被ばく線量測定結果（長瀬ランダウア社のクイクセルバッ

ジにより測定）の検討を行った。 

【結果】 

ファントム実験の結果から防護具を使用することにより床上高さ90cmでは最大85％、150cmでは最大90％低減することがで

きた。また、術者被ばく線量測定結果においては防護具を使用することにより、実効線量で約30％、等価線量（水晶体）で約

65％減少していた。 

【結論】 

新たに導入した追加鉛防護具が術者被ばく低減に有用であるか検討した。ファントム実験と術者の被ばく線量測定結果を

検討したところ、今回使用した鉛防護具は、術者被ばく低減に関して効果的であると考えた。 
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